
平
成
24
年
度
の
各
会
計
決
算

が
、
９
月
の
町
議
会
定
例
会
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
な

ど
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
町

の
財
政
が
運
営
さ
れ
て
き
た
の

か
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
決
算
の
概
要
に
つ

い
て
は
、
今
月
号
か
ら
３
回
に
分

け
て
掲
載
し
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
各
会
計
に
お
け

る
決
算
の
概
要
、
12
月
号
で
は
、

財
政
健
全
化
比
率
な
ど
各
指
標
か

ら
見
る
ま
ち
の
現
状
、
２
月
号
で

は
、
ま
ち
の
預
金
と
借
金
の
現
状

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
特
別
会
計
決
算

保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
特
定

の
収
入
を
も
と
に
事
業
を
運
営
し

て
い
る
４
つ
の
特
別
会
計
の
歳
入

総
額
は
34
億
９
２
３
６
万
円
、
歳

出
総
額
は
33
億
９
３
９
３
万
円
と

な
り
、
差
額
９
８
４
３
万
円
を
そ

れ
ぞ
れ
次
年
度
の
各
特
別
会
計
に

繰
り
越
し
ま
し
た
。

前
年
度
と
比
較
し
、
歳
入
は

１
４
０
万
円
（
0.1
％
）
の
減
、
歳

出
は
４
３
２
０
万
円
（
1.3
％
）
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
決
算

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は

77
億
７
１
３
５
万
円
、
歳
出
総
額

は
76
億
１
５
２
７
万
円
と
な
り
、

差
額
１
億
５
６
０
８
万
円
を
次
年

度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
繰
越
額
１
億

５
６
０
８
万
円
の
中
に
は
、
次
年

度
に
繰
り
越
し
て
実
施
す
る
事
業

の
財
源
１
５
１
８
万
円
を
含
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
財
源
を
除

い
た
１
億
４
０
９
０
万
円
が
実
質

的
な
繰
越
額
に
な
り
ま
す
。

前
年
度
と
比
較
し
、
歳
入
は

５
億
３
６
５
７
万
円
（
6.5
％
）
の

減
、
歳
出
は
６
億
１
０
８
７
万
円

（
7.4
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

【問い合わせ】
　町経営企画課
　行政経営グループ
　☎� 7503

平
成
24
年
度
決
算
の
概
要

平成 24 年度　一般会計・特別会計歳入・歳出決算額
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会計区分 歳　入 歳　出 差　引
増減率

歳　入 歳　出

一 般 会 計
77 億 7,135 万円
（83 億    792 万円）

76 億 1,527 万円
（82 億 2,614 万円）

1 億 5,608 万円
（8,178 万円）

▲ 6.5％ ▲ 7.4％

特 別 会 計
34 億 9,236 万円

（34 億 9,376 万円）

33 億 9,393 万円
（33 億 5,073 万円）

9,843 万円
（1 億 4,303 万円）

▲ 0.1％ 1.3％

国 民 健 康 保 険
北海道介護福祉学校
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療

19 億 3,325 万円
1 億 3,767 万円

12 億 4,014 万円
1 億 8,130 万円

18 億 4,862 万円
1 億 3,466 万円

12 億 2,942 万円
1 億 8,123 万円

8,463 万円
301 万円

1,072 万円
7 万円

1.3％
▲ 5.4％
▲ 2.2％

6.2％

4.1％
▲ 6.2％
▲ 2.4％

6.2％

合 　 計
112 億 6,371 万円
（118 億    168 万円）

110 億 920 万円
（115 億 7,687 万円）

2 億 5,451 万円
（2 億 2,481 万円）

▲ 4.6％ ▲ 4.9％

（　）内は平成 23 年度の決算額

歳
入
全
体
の
構
成
は
、
町
税
や

使
用
料
・
手
数
料
な
ど
、
町
が
独

自
に
確
保
し
て
い
る
自
主
財
源
の

割
合
が
25
・
2
％
と
、
歳
入
の
７

割
以
上
が
国
や
北
海
道
か
ら
配

分
、
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
決
算

前
年
度
と
比
較
し
、
減
少
し
た

主
な
理
由
は
町
税
、
町
債
、
道
支

出
金
の
減
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
町
税
は

12
億
6
5
3
8
万
円
で
、
固
定

資
産
税
や
都
市
計
画
税
の
減
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
、

3
8
7
2
万
円
（
3.0
％
）
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
町
民
１
人
当
た

り
で
は
、
9
万
7
千
円
（
前
年

度
9
万
9
千
円
）
の
町
税
を
負

担
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自

主

財

源

項　目 金　額 構成比

町 税
使用料・手数料
分担金・負担金
諸 収 入 な ど
繰 越 金
繰 入 金

12 億 6,538 万円
1 億 8,347 万円
1 億 6,260 万円
2 億    997 万円

8,178 万円
5,567 万円

16.3％
2.4％
2.1％
2.7％
1.0％
0.7％

合　計 19 億 5,887 万円 25.2％

依

存

財

源

項　目 金　額 構成比

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

町 　 　 債

道 支 出 金

地方譲与税など

34 億    258 万円

8 億 4,691 万円

7 億 8,576 万円

4 億 9,777 万円

2 億 7,946 万円

43.8％

10.9％

10.1％

6.4％

3.6％

合　計 58 億 1,248 万円 74.8％

項　　目 内　　容 金　　額 構成比

総 務 費 職 員 給 与 や 公 共 施 設 の 管 理 な ど に 15 億 3,243 万円 20.1％

民 生 費 児 童 、 高 齢 者 、 障 が い 者 福 祉 な ど に 14 億 5,618 万円 19.1％

公 債 費 町 債 （ 借 入 金 ） の 返 済 な ど に 14 億 4,697 万円 19.0％

土 木 費 道 路 や 河 川 、 公 営 住 宅 の 整 備 な ど に 8 億 6,874 万円 11.4％

農 林 水 産 業 費 農 林 業 の 振 興 、 生 産 基 盤 の 整 備 な ど に 7 億    416 万円 9.2％

教 育 費 学 校 教 育 、 文 化 ・ ス ポ ー ツ 振 興 な ど に 5 億 8,258 万円 7.7％

衛 生 費 地 域 医 療 の 確 保 や ご み 処 理 対 策 な ど に 4 億 3,854 万円 5.8％

消 防 費 消 防 、 救 急 活 動 な ど に 3 億 1,857 万円 4.2％

商 工 費 商 工 業 、 観 光 の 振 興 な ど に 1 億 5,230 万円 2.0％

議 会 費 議 員 報 酬 ・ 手 当 、 議 会 活 動 な ど に 7,154 万円 0.9％

そ の 他 労 働 費 、 諸 支 出 金 、 災 害 復 旧 費 4,326 万円 0.6％

合 計 76 億 1,527 万円 100.0％

歳
出
全
体
の
構
成
で
は
、
総
務

費
が
20
・
1
％
と
最
も
多
く
、
次

に
民
生
費
が
19
・
1
％
、
公
債
費

が
19
・
0
％
の
順
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
度
と
比
較
し
、
大
き
く
減

少
し
た
の
は
農
林
水
産
業
費
で
、

小
麦
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
増
設
事

業
や
、
エ
ゾ
シ
カ
農
業
被
害
緊
急

対
策
事
業
な
ど
の
事
業
完
了
に

よ
り
４
億
９
８
３
４
万
円
（
41
・

４
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
町
の
借
入
金
の
償
還
と

な
る
公
債
費
は
、
償
還
の
終
了

な
ど
に
伴
い
、
８
０
４
２
万
円

（
5.3
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
１
人
当
た
り
で
は
、

58
万
5
千
円
（
前
年
度
62
万
7
千

円
）
の
経
費
を
負
担
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

歳

入

77
億
７
１
３
５
万
円

歳
出
（
目
的
別
）

76
億
１
５
２
７
万
円

知っておきたいまちの予算



医
療
費
給
付
、
予
防
医
療
を
目

的
に
設
置
し
て
い
る
国
民
健
康
保

険
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
2

つ
の
特
別
会
計
は
、
高
齢
化
率
の

上
昇
に
伴
う
医
療
費
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
決
算
額
も
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

介
護
福
祉
学
校
の
学
生
確
保
対

策
と
し
て
、
道
内
各
地
で
の
入
学

説
明
会
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
の
放
映
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
更
新
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索

時
の
上
位
表
示
対
策
な
ど
の
取
り

組
み
を
行
い
ま
し
た
。

介
護
保
険
で
は
、
地
域
の
中
で

生
き
が
い
を
持
っ
て
、
元
気
に
暮

ら
し
続
け
て
い
く
た
め
、
介
護
予

防
を
目
的
と
し
た
運
動
教
室
の
開

催
な
ど
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

強
化
・
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
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特
別
会
計
決
算

主
な
歳
出
と
な
る
保
険
給
付

費
は
、
12
億
6
6
0
3
万

円
（
構
成
比
：
68
・
5
％
）

で
、
前
年
度
と
比
較
し
、

2
8
7
6
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

平
成
24
年
度
の
保
険
加
入
状
況

は
、
年
間
平
均
で
一
般
被
保
険
者

3
8
3
2
人
、
退
職
被
保
険
者

2
9
1
人
と
な
り
ま
し
た
。
被

保
険
者
一
人
当
た
り
で
は
、
一
般

分
で
約
30
万
円
、
退
職
分
で
約

33
万
円
の
医
療
費
を
給
付
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

主
な
歳
出
と
な
る
保
険
給
付

費
は
、
11
億
6
5
4
7
万

円
（
構
成
比
：
94
・
8
％
）

で
、
前
年
度
と
比
較
し
、

1
2
2
5
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

平
成
24
年
度
末
の
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
）
は
、
4
3
9
1
人

で
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者

7
2
0
人
の
う
ち
、
6
0
2
人

が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し

た
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
一
人
当
た

り
で
は
、
約
1
9
4
万
円
を
給

付
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

主
な
歳
出
と
な
る
北
海

道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
へ
の
納
付
金
は
、

1
億
7
7
3
3
万
円
（
構
成
比
：

97
・
8
％
）
で
、
前
年
度
と
比
較

し
、
9
8
2
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
被
保
険
者
か
ら
の
保
険

料
の
ほ
か
、
低
所
得
者
に
対
す
る

保
険
料
軽
減
分
、
広
域
連
合
運
営

費
分
と
し
て
納
付
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
末
に
お
け
る
被

保
険
者
（
75
歳
以
上
お
よ
び
65

歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
を

有
す
る
方
）
は
、
年
間
平
均
で

2
4
1
1
人
と
な
り
、
前
年
度

か
ら
25
人
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
４
月
の
学
生
総
数

は
、
1
3
3
人
（
定
員

1
6
0
人
）
で
、
前
年
度
と
比

較
し
27
人
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
歳
出
で
は
、
教
員
の

給
与
や
校
舎
管
理
な
ど
の
学

校
管
理
・
運
営
費
と
し
て

1
億
1
6
9
9
万
円
、
介
護
福

祉
学
校
通
り
の
拡
幅
工
事
に
伴
う

実
施
設
計
な
ど
の
学
校
周
辺
整
備

と
し
て
1
0
2
9
万
円
の
支
出

を
、学
生
か
ら
の
納
付
金
の
ほ
か
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
に

よ
り
補
て
ん
し
ま
し
た
。

国民健康保険特別会計

歳入

国民健康保険税
国庫・道支出金など
繰越金など
一般会計からの繰入金

（合　計）

4 億 2,387 万円
12 億 8,145 万円

1 億 3,516 万円
9,277 万円

19 億 3,325 万円

歳出

保険給付費
後期高齢者支援金など
総務費など

（合　計）

12 億 6,603 万円
4 億 9,134 万円

9,125 万円
18 億 4,862 万円

北海道介護福祉学校特別会計

歳入

入学料・授業料など
道支出金
繰越金など
町債
一般会計からの繰入金

（合　計）

7,893 万円
1,341 万円

203 万円
1,000 万円
3,330 万円

1 億 3,767 万円

歳出

学校管理・運営費
学生寮管理費
学校周辺整備費

（合　計）

1 億 1,699 万円
738 万円

1,029 万円
1 億 3,466 万円

介護保険特別会計

歳入

介護保険料
国庫・道支出金など
繰越金など
一般会計からの繰入金

（合　計）

2 億 3,114 万円
8 億 3,413 万円

1,501 万円
1 億 5,986 万円

12 億 4,014 万円

歳出
保険給付費
総務費など

（合　計）

11 億 6,547 万円
6,395 万円

12 億 2,942 万円

後期高齢者医療特別会計

歳入

後期高齢者医療保険料
繰越金など
一般会計からの繰入金

（合　計）

1 億 2,678 万円
55 万円

5,397 万円
1 億 8,130 万円

歳出

広域連合納付金（保険料）
広域連合納付金（その他）
総務費など

（合　計）

1 億 2,710 万円
5,023 万円

390 万円
1 億 8,123 万円

知っておきたいまちの予算

今
月
号
で
掲
載
し
ま
し
た
平
成

24
年
度
決
算
の
概
要
の
ほ
か
、
平

成
24
年
度
に
実
施
し
た
主
な
事

業
、
ま
ち
の
財
政
状
況
な
ど
、
よ

り
具
体
的
な
決
算
の
内
容
を
ま
と

め
た
「
知
っ
て
お
き
た
い
栗
山
町

の
家
計
簿
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

冊
子
は
、
下
記
の
施
設
窓
口
に

配
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
由

に
お
持
ち
い
た
だ
き
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◆
主
な
掲
載
内
容

○
平
成
24
年
度
決
算
の
概
要

○
一
般
会
計
決
算
の
概
要

○
特
別
会
計
決
算
の
概
要

○
平
成
24
年
度
に
実
施
し
た
主
な

事
業

○
ま
ち
の
財
政
状
況
（
預
金
と
借

金
の
状
況
な
ど
）

◆
設
置
窓
口

○
役
場
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

○
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
E
k
i
」

○
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

○
ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」

○
角
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○
継
立
南
部
公
民
館

平
成
24
年
度
決
算
説
明
書

「
知
っ
て
お
き
た
い
栗
山
町
の
家
計
簿
」

を
作
成
し
ま
し
た

区分 内容 金額

収入
下水道料金など
一般会計からの負担金など

（合　計）

2 億 1,951 万円
2 億 8,644 万円
5 億    595 万円

支出
処理場維持管理費など
企業債利息返済など

（合　計）

5 億 6,171 万円
1 億 1,494 万円
6 億 7,665 万円

収入支出差引額 ▲１億 7,070 万円

区分 内容 金額

収入
水道料金など
一般会計からの補助金など

（合　計）

3 億 9,729 万円
797 万円

4 億    526 万円

支出
原水・配水処理費用など
企業債利息返済など

（合　計）

2 億 7,879 万円
7,684 万円

3 億 5,563 万円

収入支出差引額 4,963 万円

区分 内容 金額

収入
金融機関からの借入
国からの補助金など

（合　計）

2 億 9,080 万円
335 万円

2 億 9,415 万円

支出
施設の整備など
企業債元金返済など

（合　計）

974 万円
5 億 6,469 万円
5 億 7,443 万円

収入支出差引額 ▲ 2 億 8,028 万円

区分 内容 金額

収入
工事に伴う負担金
一般会計からの出資金

（合　計）

580 万円
705 万円

1,285 万円

支出
浄水場の整備など
企業債元金返済など

（合　計）

8,769 万円
1 億 5,742 万円
2 億 4,511 万円

収入支出差引額 ▲ 2 億 3,226 万円

①収益的収支（水道水を製造・配送するための会計） ①収益的収支（下水を処理するための会計）

②資本的収支（下水道施設を整備するための会計）②資本的収支（水道施設を整備するための会計）

企業会計の決算状況は？

◆ 水 道 事 業 会 計 ◆ 下 水 道 事 業 会 計

不足額は減
げんかしょうきゃくひ

価償却費などの施設更新のために積み立てている「内
な い ぶ り ゅ う ほ し き ん

部留保資金」などから補てんしました



 

秋
の
火
災
予
防
運
動

10
月
15
日
㈫
か
ら
31
日
㈭
ま

で
、
全
道
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、
暖

房
器
具
な
ど
の
火
気
を
取
り
扱
う

機
会
が
増
え
る
た
め
火
災
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
火
の
元
の
点
検
や
、
避
難
口

を
確
認
す
る
な
ど
し
て
火
災
予
防

に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
尊
い
生

命
と
貴
重
な
財
産
を
火
災
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
を
！

平
成
23
年
６
月
よ
り
、
す
べ
て

の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
町
内
で
も
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
す
る
住
宅
が
増
え
て

き
ま
し
た
が
、
住
宅
用
火
災
警
報

こ
ん
に
ち
は
、
蛯
名　

勇
人

で
す
。

我
々
、

栗
山
青
年

会
議
所
が

夕
張
川
関

連
事
業
と
称
し
て
事
業
に
取
り

組
ん
で
か
ら
7
年
の
月
日
が
経

ち
ま
し
た
。

6
年
前
よ
り
夕
張
川
の
支
流

の
雨
煙
別
川
で
サ
ケ
の
稚
魚
放

流
会
を
毎
年
行
い
、
現
実
的
に

一
昨
年
と
昨
年
、
み
ん
な
が
想

い
を
込
め
て
放
流
し
た
サ
ケ
た

ち
が
栗
沢
頭
首
工
ま
で
遡
上
し

ま
し
た
。
放
流
し
た
雨
煙
別
川

ま
で
、
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま

で
帰
っ
て
来
て
い
ま
す
。

栗
沢
頭
首
工
の
落
差
工
の
課

題
や
、
河
川
の
ゴ
ミ
の
問
題
な

ど
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
夕
張
川
支
流
の

雨
煙
別
川
は
、「
誇

り
あ
る
川
」
に
な
り

つ
つ
あ
る
こ
と
を
多
く

の
町
民
に
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
が
変
わ
れ
ば
、
人
が
変

わ
る
。
人
が
変
わ
れ
ば
、

地
域
が
変
わ
る
。
地
域
が
変
わ
る

こ
と
で
、
未
来
に
誇
れ
る
ふ
る
さ

と
「
く
り
や
ま
」
の
実
現
が
あ
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
10
月
14
日
（
月
・
祝
）

は
サ
ケ
の
遡
上
見
学
ツ
ア
ー
を
今

年
初
め
て
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
サ
ケ
が
遡
上
し
て
い

る
現
実
を
観
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

そ
こ
に
は
多
く
の
学
び
が
あ
り
、

そ
し
て
こ
の
川
の
魅
力
に
出
会
え

る
は
ず
で
す
。

す
べ
て
は
未
来
の
宝
の
た
め

に
・
・
・

◆
問
い
合
わ
せ

　

小
針　

一
人

☎
0
9
0
（
7
8
7
9
）
4
0
0
5

�

夕
張
川
サ
ケ
の
遡
上
見
学
ツ
ア
ー
開
催
！

こ
ん
に
ち
は
！

■
開
催
場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

か
ら
ご
縁
広
場
ま
で

放
し
飼
い
の
犬
は
野
犬
と
み
な

し
、
捕
獲
処
分
し
ま
す
の
で
、
放

し
飼
い
を
さ
れ
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
期
間　

10
月
1
日
㈫
～

平
成
26
年
3
月
31
日
㈪

■
区
域　

栗
山
町
全
域

北
海
道
で
は
毎
年
10
月
を
「
廃

棄
物
適
正
処
理
月
間
」
と
し
て
、

不
法
投
棄
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
、
警
察

に
届
け
出
を
し
て
捜
査
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
５
年
以
下
の
懲

役
、
ま
た
は
罰
金
１
０
０
０
万
円

（
法
人
の
場
合
は
３
億
円
以
下
）

の
重
罪
で
す
。

不
法
投
棄
は
新
た
な
不
法
投
棄

を
招
き
、
ま
た
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
環
境
の
悪
化
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
住
民
の
目
で
不
法
投
棄
を

さ
せ
な
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。【

き
れ
い
な
街
づ
く
り
】
に
向

け
て
、
秋
の
全
町
一
斉
清
掃
を
実

施
し
ま
す
。
地
域
事
情
に
あ
わ
せ

て
道
路
や
公
園
、
河
川
な
ど
の
公

共
ス
ペ
ー
ス
の
美
化
運
動
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
日　

時

10
月
20
日
㈰　

午
前
７
時
～

※
午
前
６
時
45
分
に
打
ち
上
げ
花

火
で
合
図
し
ま
す（
小
雨
決
行
、

雨
天
中
止
）

※
詳
し
く
は
、
各
町
内
会
・
自
治

会
経
由
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

器
が
適
切
に
機
能
す
る
た
め
に
は

維
持
管
理
が
重
要
で
す
。

万
が
一
の
際
に
き
ち
ん
と
作
動

す
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
お
手
入
れ
と
作
動

確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
お
手
入
れ
の
方
法

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
本
体
に

付
い
た
ホ
コ
リ
が
溜
ま
る
と
、
火

災
を
感
知
し
に
く
く
な
る
こ
と

や
、
誤
作
動
を
お
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
最
低
で
も
年
に
１
回
は

乾
い
た
布
で
ホ
コ
リ
を
ふ
き
取
り

ま
し
ょ
う
。

◆
動
作
確
認

本
体
の
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す

か
、
点
検
用
の
ひ
も
を
引
く
こ
と

で
異
常
の
有
無
を
音
声
案
内
な
ど

で
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
お
宅

は
、
全
寝
室
お
よ
び
階
段
室
（
２

階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
）
に
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

ご
不
明
な
点
や
、
ご
心
配
な
こ

と
が
あ
れ
ば
消
防
署
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
願
い
ま
す
。

秋
季
消
防
演
習

各
分
団
に
よ
る
秋
季
消
防
演
習

を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
演
習
実
施
中
に
車
両
の

サ
イ
レ
ン
や
、
10
月
20
日
に
は
継

立
で
午
前
９
時
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴

り
ま
す
。
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

分団名 地区 日時 場所

第Ⅰ分団 栗山
10 月 12 日㈯
14：00 ～

栗夢広場

第２分団 角田
10 月 19 日㈯
14：30 ～

角田小学校

第３分団 継立
10 月 20 日㈰
9：00 ～

南部公民館
（継立地域まちづ

くり協議会防災訓
練と合同開催）

◆秋季消防演習日程

◆
平
成
25
年
全
国
統
一
防
火
標
語

消
す
ま
で
は

心
の
警
報
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
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平
成
25
年
度
全
国
地
域
安
全
運
動

道
内
に
お
け
る
犯
罪
件
数
（
刑

法
犯
認
知
件
数
）
は
平
成
15
年
以

降
10
年
連
続
で
減
少
し
、
本
年
も

5
月
末
現
在
で
前
年
同
期
に
比
べ

約
6.1
％
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、

自
動
車
・
自
転
車
盗
や
車
上
狙
い

な
ど
の
犯
罪
が
後
を
絶
た
な
い
状

況
で
す
。

犯
罪
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、
自
分
の
安
全
は
自
分
自
身
で

守
る
と
い
う
強
い
意
志
を
持
ち
、

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く

る
た
め
、
家
庭
で
、
学
校
で
、
職

場
で
、
そ
し
て
地
域
で
、
防
犯
対

策
を
万
全
に
し
て
、
安
全
安
心
の

輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
期
間　

10
月
11
日
㈮
～
20
日
㈰

■
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

～
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
ま
ち
～

～
み
ん
な
で
築
こ
う
安
全
で
安
心
な
大
地 

～

■
運
動
の
重
点

○
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
窃
盗

の
被
害
防
止

○
子
ど
も
・
女
性
対
象
犯
罪
の
被

害
防
止

○
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

○
自
転
車
盗
の
被
害
防
止

全
国
地
域
安
全
運
動
の
取
組
と

し
て
“
犯
罪
の
な
い
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
”
を
目
指
し
て
、
町
内
の

保
育
所
・
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
可
愛
ら
し
い
パ
レ
ー
ド
を

駅
前
通
り
で
実
施
し
ま
す
。

沿
道
か
ら
の
ご
声
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
開
催
日
時　

10
月
16
日
㈬
午
前
10
時
30
分
～

安
全
・
安
心
な
町
を
目
指
し
て

生
活
と
環
境
【
問
い
合
わ
せ
】　

町
環
境
生
活
課　

環
境
生
活
グ
ル
ー
プ
☎
�
7
5
1
0

栗
山
地
区
地
域
安
全
パ
レ
ー
ド

野
犬
掃
と
う
を
行
い
ま
す

不
法
投
棄
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

秋
の
全
町
一
斉
清
掃

消
防
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
問
い
合
わ
せ
】

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署　

　

☎
�
０
１
５
０

秋 の巡回行政相談 ■行政相談委員
窪　統央　氏
松風 2 
☎� 2779

皆さんから年金、登記、道路、河川、
窓口サービスなど役所の業務についての
要望、意見をお聞きして改善を図ります。
■定期相談も開催
○第２火曜日
　時　間╱ 10：00 ～ 12：00
　場　所╱カルチャープラザ「Eki」
○偶数月第１火曜日
　時　間╱ 10：00 ～ 12：00
　場　所╱角田農村環境改善センター

　①日時╱ 10 月 22 日㈫　10：00 ～ 12：00
場所╱南部公民館

　②日時╱ 10 月 25 日㈮　10：00 ～ 12：00
場所╱総合福祉センターしゃるる
※相談はいずれも無料です。

【問い合わせ】
町総務課広報・情報グループ ☎� 7501

■行政相談委員
片山　孝　氏
角田 
☎� 1577



届
出
に
必
要
な
書
類

●
各
行
為
の
所
定
の
届
出
書
（
様

式
第
1
号
ま
た
は
第
2
号
）
と

共
に
、
左
記
の
書
類
を
揃
え
て

届
出
を
行
っ
て
下
さ
い
。

●
届
出
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場

合
は
、
速
や
か
に
変
更
行
為
の

届
出
（
様
式
第
４
号
）
を
行
っ

て
下
さ
い
。

◆
届
出
受
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

町
建
設
水
道
課
技
術
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
１
３
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第 5回栗山町議会定例会（8月 30日招集）におい

て次の議案が審議されました。　　　　　

議会の動き

人にやさしい住宅助成
住宅のバリアフリー改修、耐震改修

および老朽住宅の解体工事により住環
境を改善する場合に、その費用の一部
を助成します。
◆対象者 

町内に住所を有し、かつ住宅を所有し
ており、町税などを滞納していない方。
※解体工事については町外在住でも可能

です。 

◆助成額
①バリアフリー改修工事 

３割助成（10 万円以上の工事で
助成限度額は 30 万円） 

②耐震改修工事 
２割助成（50 万円以上の工事で
助成限度額は 50 万円）

③解体工事 
２割助成（50 万円以上の工事で
助成限度額は 20 万円）

◆問い合わせ
町建設水道課
技術グループ
☎７３－７５１３

◆対象工事
町内に事業所のある法人や個人事

業所で、建設業の許可を受けている
事 業 所 が 行 う
工事

　
▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画
の
一

部
変
更

経
営
体
育
成
支
援
事
業
の
追
加

な
ど
、主
要
事
業
の
追
加
1
件
、

事
業
期
間
の
変
更
1
件
で
す
。

▼
平
成
25
年
度
栗
山
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
5
億

６
４
４
８
万
４
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
82
億
３
７
３
７
万

５
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な

内
容
は
、
そ
ら
ち
南
農
業
協
同

組
合
が
実
施
す
る
米
乾
燥
調
製

施
設
増
設
事
業
へ
の
補
助
金
に

係
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
25
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
２
９
３
８
万

８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

18
億
７
６
３
７
万
８
千
円
と
す

る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、
医

療
費
お
よ
び
納
付
金
な
ど
の
額

の
確
定
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
25
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学

校
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
51
万
７
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
1
億

４
３
３
４
万
６
千
円
と
す
る
も

の
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
学
生
派

遣
事
業
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
25
年
度
栗
山
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
１
４
０
５
万

１
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

13
億
３
０
４
６
万
４
千
円
と
す

る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、
介

護
給
付
費
お
よ
び
地
域
支
援
事

業
費
の
確
定
に
伴
う
負
担
金
・

支
払
基
金
交
付
金
の
精
算
に
係

る
補
正
で
す
。

▼
平
成
25
年
度
栗
山
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

収
益
的
支
出
に
55
万
8
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
３
億

７
２
６
０
万
円
と
す
る
も
の

で
、
水
道
技
術
管
理
者
資
格
取

得
に
関
わ
る
旅
費
お
よ
び
研
修

費
の
追
加
で
す
。

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

及
び
栗
山
町
下
水
道
事
業
の
受

益
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
う
関

係
部
分
の
条
例
改
正
で
す
。

▼
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴

い
規
約
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

教
育
委
員
の
う
ち
井
田
一
惠
氏

（
桜
丘
１
）が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

▼
栗
山
町
立
保
育
所
設
置
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

継
立
保
育
所
の
閉
所
に
関
す
る

議

案

も
の
で
、
産
業
福
祉
常
任
委
員

会
で
審
議
さ
れ
、
本
議
会
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
24
年
度
栗
山
町
一
般
会

計
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
・

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特
別
会

計
・
介
護
保
険
特
別
会
計
・
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
お
よ
び
水
道

事
業
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

以
上
７
件
は
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
経
て
本
会
議
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
24
年
度
栗
山
町
健
全
化
判

断
比
率

▼
平
成
24
年
度
栗
山
町
資
金
不
足

比
率

▼
平
成
24
年
度
栗
山
町
土
地
開
発

公
社
決
算
の
報
告

▼
平
成
24
年
度
一
般
財
団
法
人
栗

山
町
農
業
振
興
公
社
決
算
の
報
告

▼
道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す
る

意
見
書

本
件
は
可
決
さ
れ
、
関
係
省
庁

へ
提
出
さ
れ
ま
す
。

認

定

報

告

意
見
書

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域

の
方
々
の
立
場
に
立
っ
て
、
福
祉

や
家
族
、
住
居
、
年
金
、
育
児
、

教
育
の
こ
と
な
ど
、
地
域
の
相
談

窓
口
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
・

パ
イ
プ
役
な
ど
の
援
助
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
地
域
の
誰
も
が
幸

せ
で
安
心
し
た
生
活
を
お
く
れ
る

よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
。

栗
山
町
で
は
38
人
の
民
生
委
員

児
童
委
員
と
２
人
の
主
任
児
童
委

員
が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ

れ
活
動
し
て
い
ま
す
。

★
こ
ん
な
と
き
は
民
生
委
員
児

童
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

■
暮
ら
し
に
関
す
る
こ
と

（
住
ま
い
・
生
活
な
ど
）

■
育
児
・
教
育
に
関
す
る
こ
と

（
育
児
・
学
校
生
活
な
ど
）

■
家
族
関
係
に
関
す
る
こ
と

（
扶
養
・
相
続
な
ど
）

■
在
宅
生
活
に
関
す
る
こ
と

（
介
護
・
施
設
利
用
な
ど
）

し
あ
わ
せ

応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

【
問
い
合
わ
せ
】

栗
山
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

事
務
局

町
住
民
福
祉
課　

福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
２
２
２
２
（
直
通
）

福祉資金　福祉費
生業資金 生業を営むのに必要な経費
技能習得資金 資格・技能の習得に必要な経費
住宅資金 住宅の増改築、補修。災害による住宅の修繕
福祉用具購入資金 福祉機器・用具を購入するための経費
障がい者用自動
車購入資金 障がい者用自動車の購入に必要な経費

中国残留邦人等国
民年金追納資金

中国残留邦人等にかかる国民年保険料
の追納に必要な経費

療養資金 ケガや病気の療養に必要な経費
介護資金 介護サービスなどを受けるのに必要な経費

教育支援資金
教育支援費 高等学校、大学等に就学するのに必要な経費
就学支度資金 上記学校への入学に際し必要な経費

総合支援資金

生活支援費 失業や収入の減少により、生活再建まで
の間に必要な費用

住宅入居費
住宅手当の支給対象者に対する敷金、礼
金等住宅の賃貸契約を締結するための必
要な経費

一時生活再建
費

失業や収入の減少により、生活を再建す
るために一時的に必要な費用

◆
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度

銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
で
、
借

入
が
で
き
な
い
低
所
得
者
世
帯
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
世
帯
の
経
済

的
な
自
立
と
生
活
の
安
定
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
貸
付
制
度

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
に
応
じ
た

貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
栗
山
町
社
会
福
祉
協

議
会
お
よ
び
お
近
く
の
民
生
委
員

児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
た
ち
は
こ
ん
な

活
動
も
し
て
い
ま
す

◆
包
丁
と
ぎ
奉
仕
活
動

◆
ふ
れ
あ
い
菜
園
づ
く
り

◆
児
童
公
園
等
遊
具
点
検

◆
生
活
福
祉
資
金
の
活
用
啓
発

◆
広
報
紙
の
発
行

町
で
は
「
人
と
自
然
に
や
さ
し

い
ふ
る
さ
と
の
景
観
づ
く
り
」
を

基
本
理
念
と
し
、
平
成
25
年
７
月

に
景
観
法
に
基
づ
く
「
栗
山
町
景

観
計
画
」
を
策
定
し
、
建
築
行
為

等
に
関
す
る
景
観
形
成
基
準
を
定

め
ま
し
た
。

平
成
25
年
10
月
１
日
以
降
に
、

町
内
で
一
定
規
模
を
超
え
る
建
築

行
為
を
行
う
場
合
は
、
事
前
に
栗

山
町
建
設
水
道
課
技
術
グ
ル
ー
プ

へ
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

栗
山
町
景
観
計
画
に
基
づ
く

新
た
な
届
出
制
度
が
始
ま
り
ま
す
！

必要書類

行為の種類

届
出
書
（
所
定
様
式
）

①
付
近
見
取
図

②
配
置
図

③
各
階
の
平
面
図

④
立
面
図

⑤
地
籍
図

⑥
平
面
図

⑦
断
面
図
等

⑧
現
況
写
真

⑨
そ
の
他

建築物
新築、増築、改築、移転 様式

１ ◎ ◎ ◎ ◎ ― ― ― ◎ ○

外観を変更する修繕、模
様替又は色彩の変更

様式
１ ◎ ※ ※ ○ ― ― ― ◎ ○

工作物
新設、増築、改築、移転 様式

１ ◎ ◎ ◎ ◎ ― ― ― ◎ ○

外観を変更する修繕、模
様替又は色彩の変更

様式
１ ◎ ※ ※ ○ ― ― ― ◎ ○

開発行為 様式
２ ◎ ― ― ― ◎ ◎ ◎ ◎ ○

土地の形質変更 様式
２ ◎ ― ― ― ◎ ◎ ◎ ◎ ○

土石、廃棄物、再生資源等
の堆積

様式
２ ◎ ― ― ― ◎ ◎ ◎ ◎ ○

■新たな届出に必要な書類

◎必ず添付する書類、○必要と認められた場合添付する書類、－非該当
＊添付を省略できる書類（栗山町景観条例施行規則第 7 条第 3 項）


